
電子回路基板の加工で使用される超硬ドリルの世界的メーカーであるユニオンツール株
式会社（以下、ユニオンツール）。同社では、各製造装置の稼働情報をホストコンピュータ
に集約して一元管理しているが、そのデータをリアルタイムに可視化する仕組みがなく、
予定の遅延や装置の停止に気づくのが遅れ、計画された生産量を満たせないことがあった。
この課題を克服したのがMotionBoardを用いたダッシュボードだ。各製造装置の異常を
迅速に察知して対処することが可能となり、生産性向上を実現した。

工場とシステム部門の緊密な連携でダッシュボードを整備
可視化による集中管理で設備の稼働率が改善し生産性が向上

各製造装置が停止した際に、
状況を早急に把握し対処したい

ユニオンツールは、スマートフォンなどのハイテ

ク機器の電子回路基板（プリント基板）加工で使用

される超硬ドリル（以下、PCBドリル）を主力製品

とする産業用切削工具メーカーだ。1963年に日本

で初めてPCBドリルの製造・販売を開始して以来、

技術力の高さと優れた品質でリーディングカンパ

ニーとしての実績を重ねてきた。

同社の最大の強みは、すべてのドリルを自社開

発した専用の製造装置で作っていることにある。

専用機を使用することで、加工はもとより検査や

パッキングに至るまであらゆる工程において、他

社の追随を許さない高レベルのモノづくりを可能

としている。同社 管理部 副部長の原田 浩樹氏は、

「お客様のニーズや用途に合わせた様々なドリルを

製作しています。最も需要が多いのは直径0.2mm

クラスのドリルですが、髪の毛にも穴をあけられ

る直径0.05mmのドリルも量産可能です」と語る。

ただ、こうした高精度な専用機といえども大小

様々なトラブルは起こり、稼働停止が長引けば生

産活動に大きな影響を与える。そのため各製造装

置が停止した際には、その状況を早急に把握し、対

処する必要がある。しかし、これまではその体制が

整っていなかった。

「各製造設備は制御用PCを備え、ネットワーク

接続されたホストコンピュータ（IBM i）に稼働情

報を収集していますが、そのデータをリアルタイ

ムに可視化して管理する仕組みがありませんでし

た。また、生産実績の集計はExcelを用いて日次で

しか行われておらず、翌日になってはじめて生産

数が計画数に足りないことが判明するケースもあ

りました」と原田氏は明かす。

MotionBoardは
工場において不可欠のツール

　この課題解決の突破口となったのが、ウイングアー

クのMotionBoardだ。2017年10月に開催されたウ

ユニオンツール株式会社

  

各製造設備は制御用PCを備え、ネットワーク接続され
たホストコンピュータに稼働情報を収集しているが、
そのデータをリアルタイムに可視化して管理する仕組
みがなかった。また、生産実績の集計はExcelを用いて
日次でしか行われておらず、翌日になってはじめて生
産数が計画数に足りないことが判明するケースもあった。

Before After
オペレーターの介入が必要な装置と優先順位が
わかるようになり、さらに明細ボードにドリルダ
ウンして原因を確認することが可能に。生産現
場のリーダーは、より緊急度の高いものから介入
指示を出すことができ稼働停止時間を最小限に
抑え、結果として生産性が確実に向上している。

設立 :1960年
本社所在地  :東京都品川区
事業内容 : 切削工具、直線運動軸受、エンドミル、     

測定機器など金属加工機械の製造・販売
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ユニオンツール株式会社

管理部 副部長 原田 浩樹 氏 （右）

システム部 長岡システム開発課 中島 豪司 氏 （左）

● ダッシュボードのデザイン性や使い勝手の良さ
● 標準で、IBM iのデータベースと接続可能
● 内製化している製造装置の情報（データ）が

MotionBoardに簡易に連携でき、稼働・生産情報
の収集や追加変更が容易に実現できる

● 生産計画 /実績をガントチャートで表示する
ダッシュボードを半日で開発

● オペレーターの介入が必要な製造装置をダッ
シュボードの「赤」シグナルで即座に通知

採用の背景 導入ポイント 導入効果
● ホストコンピュータに集約された製造装置の稼働
情報をリアルタイムに可視化したい

●  生産実績値の集計はExcelを用いて日次でしか
行えていなかった
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れている。したがってこの2つの工程が、常にバ

ランスよく同期しながら動いていることが生産

管理の観点から非常に重要な要件となる。例え

ば刃切工程が停止しているのにブランク工程が

動き続けていると、仕掛在庫が大量に滞留して

しまうことになるからだ。そこで各製造装置が

一定時間を超えて停止したり仕掛数に過不足が

生じたりした場合、このダッシュボードのシグナ

ルが「赤」に変わり、オペレーターに対処を促すよ

うにした。

また、同じダッシュボード上で「各製造装置が

今日の計画数に対して何本目のドリルを加工し

ているか」「材料があと何分でなくなる」といっ

たリアルタイムな数値も確認することができる

ため、製造装置の停止前に対応することが可能

になり、ロスタイムを最小限に抑えた効率的な

生産活動を支援する。

こうして今やMotionBoardは、工場で不可欠

なツールとなった。「以前、システムメンテナンス

のために一時的にMotionBoardを止めたことが

あったのですが、現場から『ダッシュボードが見ら

れないと仕事が回らないので、一刻も早く再開し

てほしい』と矢のような催促が寄せられました」（中

島氏）というほどの定着ぶりだ。

精度が高い可視化が実現した背景として、すべ

ての製作機械を自社で開発しているユニオンツー

ルの企業方針がある。MotionBoardの表現力に

加え、生産・稼働に関する情報の追加や変更が自

社のスタッフだけで容易に行えることが、短期

間での効果に寄与しているのだ。

イングアークフォーラムでMotionBoardのデモ

を見たのがきっかけとなり、「ダッシュボードの

デザイン性や使い勝手の良さに業務改善のイン

スピレーションを得て、PoC（実証実験）をやって

みることにしました」と原田氏は語る。

実際、その効果は絶大だった。ダッシュボード

開発を主導する同社 システム部 長岡システム

開発課の中島 豪司氏は、「MotionBoardの多彩

なグラフ表現を生かし、手始めに製造装置ごと

の生産の計画数と実績をガントチャートで表示

してみました。MotionBoardは標準で IBM iの

データベースとの接続もサポートしているため、

基本部分はわずか半日で完成しました」と語る。

実は同じ頃、社内の別グループが同様の仕組

みをVisual Basicを使ってスクラッチ開発し

ており、約2週間をかけても完成しなかったもの

が、MotionoBoardで開発すると半日で完成し

た。「MotionBoardの圧倒的なスピード感を目

のあたりにしたメンバーは驚き、この日を境に

『MotionBoardを導入しよう』という機運が一

気に高まっていきました」と中島氏は強調する。

こうして2018年7月にMotionBoardを正式

導入した同社は、工場とシステム部の緊密な連

携のもと、生産活動を支援する様々なダッシュ

ボードを整備していった。

各製造装置の仕掛数と稼働状態をシグナルで

示すダッシュボードもその1つだ。同社のドリル

製造は、超硬素材（丸棒）を指定された外径寸法

に整える「ブランク」と、先端や溝を加工する「刃

切」の2つの工程をセットにしたセル生産で行わ

生産管理プロセス全体を捉え
計画系システムとの連携を強化

「生産スケジューラの『Asprova』で綿密にス

ケジュールした計画は遅延や進みが発生すると

すぐに予実差が生まれるため、ダッシュボードに

アラームとして表示することができます。アラー

ムの出た工程や装置をドリルダウンして分析し

迅速にオペレーターが対応できるようになった

結果として生産性は確実に向上しています」と、

原田氏はMotionBoardの導入効果を示す。

ただ、一方で生産活動の可視化への取り組みは、

まだ道半ばでもある。「仕掛在庫の滞留状況や治工

具の状態などMES（Manufacturing Execution 

System：製造実行システム）の領域全体を可視

化して集中管理体制を実現し、次は生産企画の部

分である原価やグローバルな在庫管理に展開した

いと考えています」と原田氏は語る。

また、MotionBoard Ver.6.0のリリースとほぼ

同時にバージョンアップを実施。その最新機能を

活用することで、「生産現場のユーザーの利便性を

さらに高めていきたい」と意欲を高めているのが

中島氏だ。「ダッシュボードをタブレットでも見ら

れるようにするほか、リアルタイムアラートの機

能を使って各製造装置に起こった異常をチャット

で通知する仕組みなどを検討しています」と話す。

そうした中で新たな課題として浮上している

のが、ダッシュボード開発体制の拡充だ。中島氏

だけでは手が足りなくなり若手の育成にあたっ

ているが、「システム部だけでなく、現場レベルで

も必要なダッシュボードの開発やカスタマイズ

ができるようにするのが目標です」と原田氏は計

画を話す。同社では今後、MotionBoardを基盤

とすることで、全社規模でのデータ活用のスキル

とリテラシーを高めていく方針だ。
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導入製品・サービス

MotionBoard
ビジネスのあらゆるデータを可視化する BI
ダッシュボード。データを必要なカタチで、
シンプルに可視化。

刃切稼働状況

刃切ダッシュボード


